
栗原のふつう
― 宮城県栗原市

よくある地方のごくありふれた

ふつうのまち。

空が広くて、山があって、地面があって、

水が流れて、田畑があって、

生活している人がいる、ふつうのまち。

でも、栗原のふつうをよく観ると、

ふつうだけどふつうじゃないのが

観えてくる。

オーソドックスな日本のなかの、

とっておきのふつうが観えてくる。
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００３ マガン
冬になると田んぼにマガンがいて、空を見上げれ
ばハクチョウが飛んでいる―　子どものころ、ど
この地域でも普通にそうだと思っていました。

伊豆沼・内沼には、９月中旬から翌年３月ぐらい
まで、ハクチョウ類、ガン類、カモ類など約１０万
羽の渡り鳥が越冬のため飛来します。

日本の湿地は、人為的な開発と自然減で大正時代
と比べ７割近く失われているそうです。伊豆沼・
内沼も昭和３９年まで干拓が行われたものの、大
沼とよばれていたころの面積の半分以上が残り、
さらに干拓した農地では、米や大豆などが栽培さ
れ続け、渡り鳥が落ち籾や落ち大豆を食べられる
ことが、越冬地になっている所以です。

伊豆沼・内沼では、数万羽のマガンが一斉に飛び
立 つ 早 朝 の 飛 び 立 ち や 夕 方 の ね ぐ ら 入 り が 観 察
できます。まさに絶景。でもね、絶景は本質の価値
を観るための提灯。

当 た り 前 に 人 が 暮 ら し 続 け る こ と で、渡 り 鳥 が
やってくる―　なんと豊かなことか。少し前の時
代の人々の節度と農家の方々のおかげ、と思うの
です。




